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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 炭 酸 飲 料 を 収 納 す る 収 納 容 器 の 注 ぎ 口 側 の 一 端 に 配 置 さ れ 、 炭 酸 飲 料 の 発 泡 を 促 進 す る  
発 泡 用 部 材 で あ っ て 、
　 収 納 容 器 の 注 ぎ 口 側 の 一 端 に 固 定 可 能 な 固 定 部 と 、 前 記 固 定 部 に 連 結 さ れ 、 炭 酸 飲 料 を  
そ の 表 面 に 接 触 さ せ つ つ 流 下 さ せ な が ら 発 泡 さ せ る 発 泡 部 を 有 し 、
　 前 記 発 泡 部 の 幅 方 向 の 中 心 線 が 前 記 注 ぎ 口 の 開 口 面 に 対 し て な す 角 度 が 、 ８ ０ ° 以 上 １  
７ ０ ° 以 下 で あ り 、
  前 記 固 定 部 が 、 使 用 者 が 炭 酸 飲 料 を 注 ぐ と き に 収 納 容 器 を 保 持 す る 部 位 に 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 発 泡 用 部 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 発 泡 部 の 幅 方 向 の 中 心 線 が 前 記 注 ぎ 口 の 開 口 面 に 対 し て な す 角 度 が 、 よ り 好 ま し く  
は 、 １ ０ ０ ° 以 上 １ ３ ０ ° 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 泡 用 部 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 発 泡 部 の 前 記 表 面 が 、 微 小 な 凹 凸 構 造 を 有 す る 部 材 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求  
項 １ ま た は ２ に 記 載 の 発 泡 用 部 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 微 小 な 凹 凸 構 造 を 有 す る 部 材 が 濾 紙 又 は 不 織 布 、 も し く は 粗 面 化 加 工 さ れ た 紙 、 樹  
脂 フ ィ ル ム 又 は 樹 脂 シ ー ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 泡 用 部 材 。
【 請 求 項 ５ 】

請求項の数　7　（全12頁）
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　 炭 酸 飲 料 が 溜 ま る ポ ケ ッ ト 部 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ  
か に 記 載 の 発 泡 用 部 材 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 発 泡 部 が 、 前 記 表 面 側 に 凹 の 形 状 と な る 様 に 幅 方 向 で 湾 曲 ま た は 屈 曲 し て い る こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か に 記 載 の 発 泡 用 部 材 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か に 記 載 の 発 泡 用 部 材 の 固 定 部 を 炭 酸 飲 料 の 収 納 容 器 の 注 ぎ 口 側  
の 一 端 に 固 定 し 、 炭 酸 飲 料 を 注 ぎ 口 か ら 注 出 さ せ て 前 記 発 泡 用 部 材 の 発 泡 部 の 表 面 に 接 触  
さ せ て 発 泡 さ せ な が ら 流 下 さ せ て 飲 用 容 器 に 注 入 す る 、 炭 酸 飲 料 の 発 泡 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ビ ー ル 、 コ ー ラ 等 の 炭 酸 飲 料 を 、 容 器 か ら 注 出 す る 際 に 泡 立 た せ る た め の 発  
泡 用 部 材 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ビ ー ル 等 の 炭 酸 を 含 ん だ 飲 料 を コ ッ プ 等 の 飲 用 容 器 に 注 い だ と き 、 泡 立 ち が 良 い こ と が  
好 ま れ て い る 。 泡 立 ち が 良 い と は 、 注 い だ と き に 細 か く 均 一 な 、 い わ ゆ る ク リ ー ミ ー な 泡  
が 形 成 さ れ る こ と と さ れ る 。 業 務 用 な ど の ビ ー ル サ ー バ ー で は こ の よ う な 泡 立 ち 機 能 が 実  
現 さ れ て い る が 、 業 務 用 の ビ ー ル サ ー バ ー は 構 造 が 大 き く 複 雑 で 、 低 価 格 で 提 供 す る こ と  
が 難 し い 上 に 、 洗 浄 等 の 手 入 れ 作 業 も 面 倒 で あ る 。 そ の た め 例 え ば 特 許 文 献 １ の 様 に 、 飲  
料 缶 に 泡 立 て 器 を 装 着 す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 こ れ ら の 泡 立 て 器 は 、 多 孔 質 で あ る 陶  
器 の 気 孔 に 内 包 さ れ る 空 気 に よ っ て 、 ビ ー ル 等 の 飲 料 内 の 飽 和 ガ ス の ガ ス 化 を 助 長 し て 泡  
を 細 か く 出 す 様 に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 特 許 文 献 ２ に は 、 缶 に 装 着 さ れ る キ ャ ッ プ で あ っ て 、 缶 の 開 口 部 に 対 向 す る 部 位 に  
多 数 の 気 孔 の あ る 紙 部 を 設 け た キ ャ ッ プ が 開 示 さ れ 、 注 出 さ れ た 開 口 部 か ら 注 出 さ れ た 飲  
料 が 紙 部 に 接 触 す る こ と で 細 か い 泡 が 発 生 す る と し て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ２ ０ ５ ２ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ２ ９ ７ １ ２ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た よ う な 陶 器 を 利 用 し た 発 泡 注 出 器 は 、 陶 器 が 破 損 す る  
恐 れ が あ り 、 構 造 も な お 複 雑 で あ り 、 コ ス ト が か か る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 特 許 文 献  
２ の キ ャ ッ プ で は 開 口 部 と 紙 部 が 近 接 し す ぎ て い て 発 泡 の 効 率 が 悪 く 、 キ ャ ッ プ か ら の 注  
ぎ 口 と 開 口 部 が 反 対 側 と な る た め 飲 料 を 完 全 に 注 ぎ 出 し 難 い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 よ り 簡 便 な 構 造 で 、 注 ぎ や す く 、 低 コ ス ト の 発 泡 用 部 材 を 提 供 す る こ  
と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 一 側 面 は 、 炭 酸 飲 料 を 収 納 す る 収 納 容 器 の 注 ぎ 口 側  
の 一 端 に 配 置 さ れ 、 炭 酸 飲 料 の 発 泡 を 促 進 す る 発 泡 用 部 材 で あ っ て 、
　 収 納 容 器 の 注 ぎ 口 側 の 一 端 に 固 定 可 能 な 固 定 部 と 、 前 記 固 定 部 に 連 結 さ れ 、 炭 酸 飲 料 を  
そ の 表 面 に 接 触 さ せ つ つ 流 下 さ せ な が ら 発 泡 さ せ る 発 泡 部 を 有 し 、
　 前 記 発 泡 部 の 幅 方 向 の 中 心 線 が 前 記 注 ぎ 口 の 開 口 面 に 対 し て な す 角 度 が 、 ８ ０ ° 以 上 １  
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７ ０ ° 以 下 で あ り 、
  前 記 固 定 部 が 、 使 用 者 が 炭 酸 飲 料 を 注 ぐ と き に 収 納 容 器 を 保 持 す る 部 位 に 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 発 泡 用 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 炭 酸 飲 料 が 注 ぎ 口 か ら 注 出 さ れ 、 発 泡 部 を 流 下 す る と き に 、 注 ぎ 口 の 開 口 面 に 対 し て 所  
定 の 角 度 と な る 様 に 設 け ら れ た 発 泡 部 の 表 面 に 接 触 し な が ら 流 下 す る こ と で 発 泡 が 促 進 さ  
れ 、 泡 立 ち 良 く 注 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 発 泡 用 部 材 に お い て 、 前 記 発 泡 部 の 幅 方 向 の 中 心 線 が 前 記 注 ぎ 口 の 開 口 面 に 対 し て  
な す 角 度 が 、 １ ０ ０ ° 以 上 １ ３ ０ ° 以 下 で あ る と よ り 好 ま し い 。 収 納 容 器 を 傾 け る 角 度 が
小 さ く て 済 み 、 注 ぎ や す い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 発 泡 用 部 材 に お い て 、 前 記 発 泡 部 の 前 記 表 面 が 、 微 小 な 凹 凸 構 造 を 有 す る 部 材 か ら  
な る と 好 ま し い 。 泡 立 ち が よ り 起 き や す く な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 発 泡 用 部 材 に お い て 、 前 記 微 小 な 凹 凸 構 造 を 有 す る 部 材 が 濾 紙 又 は 不 織 布 、 も し く  
は 粗 面 化 加 工 さ れ た 紙 、 樹 脂 フ ィ ル ム 又 は 樹 脂 シ ー ト で あ る と 好 ま し い 。 凹 凸 構 造 が 緻 密  
で 均 一 で あ り 、 き れ い な 泡 立 て が し や す く 、 入 手 し や す く 、 コ ス ト も 低 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 発 泡 用 部 材 に お い て 、 炭 酸 飲 料 が 溜 ま る ポ ケ ッ ト 部 を さ ら に 有 す る と 好 ま し い 。 注  
ぎ 終 わ っ た 収 納 容 器 を 正 立 さ せ た と き 発 泡 部 に 残 留 し た 飲 料 が ポ ケ ッ ト 部 に 貯 留 す る こ と  
で 飲 料 が 収 納 容 器 の 底 部 側 に 漏 れ 出 る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 発 泡 用 部 材 に お い て 、 前 記 発 泡 部 が 、 前 記 表 面 側 に 凹 と な る 様 に 幅 方 向 で 湾 曲 ま た  
は 屈 曲 し て い る 形 状 で あ る と 好 ま し い 。 発 泡 部 が 収 納 容 器 の 注 ぎ 口 側 の 一 端 に 取 り 付 け る  
と 、 発 泡 部 が 収 納 容 器 の 側 面 に 沿 っ て 外 側 に 凸 の 形 状 に 湾 曲 ま た は 折 れ 曲 が っ た 形 状 と な  
り 、 変 形 し に く く 、 注 出 さ れ た 飲 料 が 零 れ に く い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 発 泡 用 部 材 は 、 固 定 部 が 、 使 用 者 が 炭 酸 飲 料 を 注 ぐ と き に 収 納 容 器 を 保 持 す る 部 位 に  
設 け ら れ て い る た め 、 収 納 容 器 を 持 つ と き に 同 時 に 発 泡 用 部 材 を 保 持 で き 、 固 定 の た め の  
特 別 な 部 材 が 不 要 で 、 発 泡 用 部 材 の 位 置 調 整 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 発 泡 用 部 材 に お い て 、 前 記 発 泡 部 と 、 収 納 容 器 の 注 ぎ 口 の 距 離 が 、 ５ ｍ ｍ 以 上 離 れ  
て い る と 好 ま し い 。 飲 料 の 落 下 速 度 が 増 し て 発 泡 が 起 き や す い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 本 発 明 の 一 側 面 は 、 上 記 発 泡 用 部 材 の 固 定 部 を 炭 酸 飲 料 の 収 納 容 器 の 注 ぎ 口 側 の 一  
端 に 固 定 し 、 炭 酸 飲 料 を 注 ぎ 口 か ら 注 出 さ せ て 上 記 発 泡 用 部 材 の 発 泡 部 の 表 面 に 接 触 さ せ  
て 発 泡 さ せ な が ら 流 下 さ せ て 飲 用 容 器 に 注 入 す る 、 炭 酸 飲 料 の 発 泡 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 発 泡 用 部 材 に よ れ ば 、 収 納 容 器 の 注 ぎ 口 か ら 注 出 さ れ た 炭 酸 飲 料 が 発 泡 部 を 流  
下 す る と き に 、 発 泡 部 の 表 面 に 接 触 し な が ら 流 下 す る こ と で 発 泡 が 促 進 さ れ 、 泡 立 ち 良 く  
注 出 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 発 泡 用 部 材 の 一 実 施 形 態 の 展 開 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 発 泡 用 部 材 の 一 実 施 形 態 を ビ ー ル 缶 に 装 着 し た 状 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 缶 ビ ー ル を 注 出 す る 様 子 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 発 泡 用 部 材 の 第 二 の 実 施 形 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 発 泡 用 部 材 の 第 三 の 実 施 形 態 の 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 本 発 明 の 発 泡 用 部 材 の 第 四 の 実 施 形 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 発 泡 用 部 材 の 第 五 の 実 施 形 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 発 泡 用 部 材 の 第 六 の 実 施 形 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 発 泡 用 部 材 の 第 七 の 実 施 形 態 の 展 開 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 発 泡 用 部 材 の 第 七 の 実 施 形 態 を ビ ー ル 缶 に 装 着 し た 状 態 の 側 面 図 で あ  
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 本 発 明 は 以 下  
に 説 明 す る 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 以 下 に 示 す 実 施 形 態 で は 、 発 明 を 実  
施 す る た め に 技 術 的 に 好 ま し い 限 定 が な さ れ て い る が 、 こ の 限 定 は 本 発 明 の 必 須 要 件 で は  
な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 、 発 明 の 発 泡 用 部 材 の 一 実 施 形 態 の 展 開 図 で あ る 。 発 泡 用 部 材 １ ０ は 炭 酸 飲 料 の  
収 納 容 器 の 注 ぎ 口 側 の 端 部 に 装 着 す る た め の 帯 状 の 固 定 部 １ ２ と 、 注 ぎ 口 か ら 注 出 さ れ る  
炭 酸 飲 料 を 飲 用 容 器 に ガ イ ド し な が ら 発 泡 を 促 進 す る 舌 片 状 の 発 泡 部 １ １ を 有 し て い る 。  
固 定 部 １ ２ と 発 泡 部 １ １ は 連 結 部 １ ３ で 連 結 さ れ て 一 体 と な っ て い る 。 炭 酸 飲 料 の 典 型 的  
な も の と し て は ビ ー ル が 挙 げ ら れ る た め 、 以 下 で は ビ ー ル と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 発 泡 部 １ １ の 表 面 、 す な わ ち 注 出 さ れ る ビ ー ル が 流 下 し て ゆ く 表 面 に は 、 微 小 な 凹 凸 構  
造 を 有 す る 部 材 で あ る 濾 紙 １ ４ が 装 着 さ れ て い る 。 濾 紙 １ ４ の 装 着 は 公 知 の 接 着 方 法 を 適  
宜 採 用 し て 行 え ば 良 い 。 な お 微 小 な 凹 凸 構 造 を 有 す る 部 材 と し て は 、 濾 紙 に 限 定 さ れ る も  
の で は な く 、 表 面 に 微 小 な 凹 凸 構 造 が 形 成 さ れ た 材 料 で あ れ ば い ず れ も 好 適 に 使 用 で き 、  
例 え ば 、 濾 紙 以 外 の 紙 、 不 織 布 、 樹 脂 フ ィ ル ム 又 は シ ー ト の 表 面 を 粗 面 化 加 工 を し た も の  
な ど が 例 示 で き る が 、 濾 紙 は 表 面 に 緻 密 で 均 一 な 凹 凸 構 造 が 形 成 さ れ て お り 、 入 手 が 容 易  
で 加 工 性 が 良 く 、 安 価 で も あ る の で 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 発 泡 部 １ １ は ま た 、 矢 印 Ａ の 方 向 を 幅 方 向 と し て 、 中 心 線 １ ６ の 部 分 が 底 と な る 様 に 表  
面 側 が 凹 と な る 様 に 幅 方 向 で 湾 曲 し て い る 。 中 心 線 １ ６ の 部 分 が 折 れ 目 と な っ て 屈 曲 し て  
い て も 良 い 。 折 れ 目 は 中 心 線 １ ６ 以 外 に 複 数 設 け ら れ て も 良 い 。 こ う す る こ と で ビ ー ル を  
流 下 さ せ た と き に 側 方 に 零 れ に く く で き る 。 発 泡 部 １ １ の 幅 方 向 に 直 交 す る 方 向 、 す な わ  
ち ビ ー ル が 流 下 す る 方 向 の 、 ビ ー ル 缶 に 装 着 し た と き の ビ ー ル 缶 の 縁 か ら 先 端 ま で の 長 さ  
（ 図 ２ に 示 す 長 さ Ｌ ） は ３ ０ ～ ８ ０ ｍ ｍ が 好 ま し く 、 ４ ０ ～ ６ ０ ｍ ｍ が よ り 好 ま し い 。 短  
す ぎ る と 発 泡 の 効 果 が 弱 く な り 、 長 す ぎ る と 取 り 扱 い 難 く な り 、 ま た 変 形 し や す く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 固 定 部 １ ２ は ビ ー ル 缶 の 注 ぎ 口 側 の 端 部 に 巻 き 付 け て 固 定 で き る よ う に 帯 状 と な っ て い  
る 。 固 定 部 １ ２ に は 折 り 畳 ん で 収 納 し や す い 様 に 折 り 目 １ ５ を 設 け て も 良 い 。 図 ２ は 発 泡  
用 部 材 １ ０ を ビ ー ル 缶 １ ０ ０ の 注 ぎ 口 が 設 け ら れ て い る 面 １ ０ １ 側 の 端 部 に 装 着 し た 状 態  
の 側 面 図 で あ る 。 ま た 図 ３ は 缶 ビ ー ル を 注 出 す る 様 子 の 説 明 図 で あ る 。 ビ ー ル 缶 １ ０ ０ の  
注 ぎ 口 側 の 端 部 に は 若 干 外 側 に 膨 出 し た 縁 １ ０ ６ が 周 回 し て い る こ と が 多 く 、 縁 １ ０ ６ に  
引 っ 掛 け る 様 に し て 固 定 す る こ と で 固 定 部 １ ２ が 外 れ に く く で き る た め 、 ひ っ か け や す い  
様 に 固 定 部 １ ２ の 一 方 の 側 を 波 型 に し て い る 。 固 定 部 １ ２ を ビ ー ル 缶 に 巻 き 付 け て 固 定 す  
る た め に は 、 例 え ば 固 定 部 の 一 端 に 粘 着 シ ー ル １ ７ を 設 け て 反 対 側 の 端 部 と 貼 り 合 わ せ る  
様 に し て も 良 く 、 ま た こ れ に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 互 い に 噛 み 合 う よ う な 切 れ 目 を 両 端 に 設  
け る 、 固 定 部 １ ２ の ビ ー ル 缶 １ ０ ０ に 接 す る 側 の 面 に 粘 着 剤 層 を 設 け て ビ ー ル 缶 １ ０ ０ に  
貼 着 す る な ど し て も 良 い 。 ま た 発 泡 部 材 が 樹 脂 か ら な る 場 合 、 熱 圧 着 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 濾 紙 １ ４ が 装 着 さ れ る 発 泡 部 １ １ の 本 体 、 発 泡 部 １ １ に 連 結 さ れ た 連 結 部 １ ３ お よ び 固  
定 部 １ ２ の 材 料 は 、 耐 水 性 の あ る 薄 片 状 の 素 材 で あ れ ば 特 に 制 限 は な く 、 例 え ば プ ラ ス チ  
ッ ク シ ー ト 、 厚 紙 、 合 成 紙 、 ラ ミ ネ ー ト 紙 、 金 属 箔 、 ゴ ム シ ー ト 、 木 材 な ど か ら 適 宜 選 択  
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で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 発 泡 用 部 材 １ ０ を ビ ー ル 缶 １ ０ ０ に 装 着 す る 際 は 、 連 結 部 １ ３ を ビ ー ル 缶 １ ０ ０ に 対 し  
て 外 側 に 折 り 返 し 、 発 泡 部 １ １ を 再 度 折 り 返 し て 装 着 す る 。 こ う す る こ と で 、 発 泡 部 １ １  
の 中 心 線 １ ６ の 部 位 と 注 ぎ 口 の 開 口 面 （ 注 ぎ 口 が 設 け ら れ て い る 面 １ ０ １ と 略 同 一 で あ る  
） と の 角 度 θ を 調 節 し や す く で き る と 共 に 、 連 結 部 １ ３ と 発 泡 部 １ １ に 挟 ま れ た 窪 ん だ 領  
域 を ポ ケ ッ ト 部 １ ８ と し て 利 用 で き る 。 角 度 θ は 、 図 ２ に 示 す 様 に ８ ０ ° 以 上 １ ７ ０ ° 以  
下 で あ り 、 １ ０ ０ ° 以 上 １ ３ ０ ° 以 下 と す る と 注 出 し た ビ ー ル が 注 ぎ や す く な り よ り 好 ま  
し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ビ ー ル 缶 １ ０ ０ の プ ル タ ブ を 開 け て 、 注 ぎ 口 １ ０ ２ か ら ビ ー ル を 注 出 す る と き は 、 ま ず  
発 泡 用 部 材 １ ０ を 装 着 し な い 状 態 で 飲 用 容 器 ２ ０ ０ の 約 ７ ０ ％ に 通 常 の 液 状 の ビ ー ル を 注  
ぎ 、 液 状 の ビ ー ル 層 １ ０ ４ と す る 。 次 い で 、 発 泡 用 部 材 １ ０ を 装 着 し 、 残 り の ３ ０ ％ を 注  
出 す る 。 こ の と き 注 出 さ れ た ビ ー ル １ ０ ３ は 、 発 泡 部 １ １ の 表 面 に 落 下 し 、 表 面 に 接 し な  
が ら 流 下 し て ゆ き 、 表 面 に 設 け ら れ た 濾 紙 １ ４ に よ り 発 泡 が 促 進 さ れ 、 細 か な 泡 と な っ て  
飲 用 容 器 ２ ０ ０ に 注 が れ 、 き め の 細 か い 泡 の 層 １ ０ ５ が 形 成 さ れ る 。 一 般 に 液 状 の 部 分 と  
泡 の 部 分 の 比 率 は ７ ０ ： ３ ０ が 良 い と さ れ る た め 、 上 記 の 様 な 手 順 と す る が 、 こ の 比 率 は  
消 費 者 の 好 み に 応 じ て 適 宜 変 え て も 良 い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ポ ケ ッ ト 部 １ ８ は 、 図 ２ 及 び ３ に 示 す 様 に ビ ー ル 缶 １ ０ ０ を 傾 け て ビ ー ル を 注 出 し た 後  
、 ビ ー ル 缶 １ ０ ０ を 正 立 さ せ た と き 、 発 泡 部 １ １ 上 に 残 留 し て い た 僅 か な ビ ー ル が 逆 方 向  
に 流 れ る が 、 そ の 逆 流 し た ビ ー ル を 受 け 止 め る こ と で ビ ー ル 缶 １ ０ ０ の 底 部 側 に 漏 れ 出 る  
の を 防 ぐ 効 果 が あ る 。 注 出 さ れ た ビ ー ル は 主 に 発 泡 部 １ １ の 幅 方 向 の 中 央 部 付 近 を 流 下 し  
、 ま た 残 留 す る 分 量 は わ ず か で あ る の で 十 分 受 け 止 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 発 泡 用 部 材 の 第 二 の 実 施 形 態 の 説 明 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 の 発 泡 部 材  
２ ０ で は 、 発 泡 部 材 ２ ０ が ボ ッ ク ス 状 に 形 成 さ れ 、 底 の 部 分 に ビ ー ル 缶 １ ０ ０ を 挿 入 で き  
る 孔 が 設 け ら れ 、 ビ ー ル 缶 １ ０ ０ の 注 ぎ 口 側 の 一 端 に 被 せ る 様 に 固 定 さ れ る 。 固 定 部 ２ ２  
の 固 定 機 構 と し て は フ ラ ッ プ 状 の 部 分 を 設 け て 縁 １ ０ ６ に 引 っ 掛 け る な ど す れ ば よ い 。 ボ  
ッ ク ス の 天 面 部 に ジ ッ パ ー 部 な ど で 区 画 さ れ て 発 泡 部 ２ １ が 形 成 さ て お り 、 ジ ッ パ ー 部 を  
切 り 裂 い て 発 泡 部 ２ １ を 立 ち 上 げ る こ と で 所 定 の 角 度 の 発 泡 部 ２ １ と す る こ と が で き る 。  
注 ぎ 方 は 上 述 の 形 態 と 同 様 、 発 泡 用 部 材 ２ ０ を 取 り 付 け な い 状 態 で ７ ０ ％ 程 度 ま で 液 状 の  
ビ ー ル を 注 ぎ 、 そ の 後 発 泡 用 部 材 ２ ０ を 装 着 し て 発 泡 さ せ な が ら 泡 状 の ビ ー ル を 注 ぐ 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 発 泡 用 部 材 の 第 三 の 実 施 形 態 の 説 明 図 で あ る 。 本 形 態 の 発 泡 用 部 材 ３  
０ は 、 コ ー ト 紙 な ど の 厚 紙 を 左 側 の 図 の よ う に 打 ち 抜 き 、 オ ー バ ル 形 部 分 を 固 定 部 ３ ２ と  
し 、 舌 片 状 に 張 り 出 し た 部 分 に 濾 紙 を 貼 着 し て 発 泡 部 ３ １ と し た も の で あ る 。 ビ ー ル 缶 １  
０ ０ に 装 着 す る と き に は 、 発 泡 部 ３ １ が 注 ぎ 口 １ ０ ２ の 部 位 に 来 る よ う に 固 定 部 ３ ２ を ビ  
ー ル 缶 １ ０ ０ の 胴 部 に 巻 き 付 け 、 ビ ー ル 缶 １ ０ ０ と 共 に 手 で 把 持 し て 固 定 す る 。 発 泡 用 部  
材 ３ ０ の 位 置 調 整 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 発 泡 用 部 材 の 第 四 の 実 施 形 態 の 説 明 図 で あ る 。 本 形 態 の 発 泡 用 部 材 ４  
０ は 、 コ ー ト 紙 な ど の 厚 紙 を 左 側 の 図 の よ う に 打 ち 抜 き 、 下 側 の 帯 状 部 分 を 固 定 部 ４ ２ と  
し 、 舌 片 状 に 張 り 出 し た 部 分 に 濾 紙 を 貼 着 し て 発 泡 部 ４ １ と し た も の で あ る 。 固 定 部 ４ ２  
の 左 右 両 端 を 貼 り 合 わ せ て 円 筒 状 と し 、 上 述 と 同 様 に 液 状 の ビ ー ル を 注 ぎ 終 わ っ た 後 に ビ  
ー ル 缶 １ ０ ０ の 胴 部 に 円 筒 状 の 固 定 部 ４ ２ を 装 着 し 、 発 泡 部 ４ ２ の 表 面 で ビ ー ル を 発 泡 さ  
せ な が ら 注 出 す る 。 円 筒 状 と し た 固 定 部 ４ ２ で ビ ー ル 缶 １ ０ ０ の 胴 部 に 装 着 で き る の で 、  
装 着 が 安 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 発 泡 用 部 材 の 第 五 の 実 施 形 態 の 説 明 図 で あ る 。 本 形 態 の 発 泡 用 部 材 ４  
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０ は 、 コ ー ト 紙 な ど の 厚 紙 を 左 側 の 図 の よ う に 打 ち 抜 き 、 濾 紙 を 貼 着 し て 発 泡 部 ５ １ と し  
、 そ の 一 端 の 両 側 に 紐 ５ ２ を 取 り 付 け て 固 定 部 と し た も の で あ る 。 紐 ５ ２ の 材 質 は 特 に 限  
定 さ れ ず 、 例 え ば タ コ 糸 、 ビ ニ ー ル 紐 、 ゴ ム 紐 な ど が 例 示 で き る 。 ビ ー ル 缶 １ ０ ０ に 装 着  
す る 際 に は 紐 ５ ２ を プ ル タ ブ １ ０ ７ に 引 っ 掛 け る 様 に し て ビ ー ル 缶 １ ０ ０ に 装 着 す る 。 注  
ぎ 方 は 上 述 の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 発 泡 用 部 材 の 第 六 の 実 施 形 態 の 説 明 図 で あ る 。 本 形 態 の 発 泡 用 部 材 ６  
０ は 、 コ ー ト 紙 な ど の 厚 紙 を 扇 型 に 打 ち 抜 き 、 こ れ を 丸 め て 端 部 を 貼 り 合 わ せ て 漏 斗 状 に  
形 成 す る 。 漏 斗 状 部 分 の 内 面 に 濾 紙 を 貼 着 し て 発 泡 部 ６ １ と す る 。 漏 斗 状 部 分 の 直 径 が 大  
き い 端 部 を 固 定 部 ６ ２ と し 、 ビ ー ル 缶 １ ０ ０ の 端 部 に 嵌 め 込 む よ う に し て 装 着 す る 。 固 定  
部 ６ ２ に は 固 定 の た め の フ ラ ッ プ 構 造 な ど を 設 け て も 良 い 。 注 ぎ 方 は 上 述 の 実 施 形 態 と 同  
様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ９ は 本 発 明 の 発 泡 用 部 材 の 第 七 の 実 施 形 態 の 展 開 図 で あ る 。 本 形 態 の 発 泡 用 部 材 ７ ０  
は 、 濾 紙 な ど の 厚 紙 を 中 央 部 が ３ ｃ ｍ ～ ７ ｃ ｍ 突 出 す る 帯 状 に 打 ち 抜 き 、 こ れ を 丸 め て リ  
ン グ 状 に 形 成 す る 。 濾 紙 で 作 成 す れ ば 、 発 泡 部 を 別 途 設 け る 必 要 は な い 。 そ し て 、 リ ン グ  
状 の 部 分 を ビ ー ル 缶 の 縁 １ ０ ６ に 嵌 め 込 む よ う に し て 装 着 す る 。 図 １ ０ は 、 ビ ー ル 缶 １ ０  
０ に 嵌 め 込 ん だ 状 態 の 側 面 図 で あ る 。 な お 、 流 通 時 に は 突 出 を 有 す る 位 置 を 中 心 と し て ２  
つ 折 り し 、 平 面 に す る こ と が で き る 。 な お 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 突 出 を 有 す る 位 置 ７ に 中  
心 線 ７ ６ を 設 け て も よ い 。 中 心 線 か ら 折 る こ と に よ り 、 発 泡 部 が Ｖ 字 状 と な り 、 ビ ー ル を  
中 心 線 の 延 長 方 向 に 注 ぎ や す く な る 。 ま た 、 図 ９ に お い て 、 ７ ７ は 発 泡 用 部 材 ７ ０ の 一 端  
に 設 け た 糊 代 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 発 泡 用 部 材 に よ れ ば 、 収 納 容 器 の 注 ぎ 口 か ら 注 出 さ れ た  
ビ ー ル な ど の 炭 酸 飲 料 が 発 泡 部 を 流 下 す る と き に 、 発 泡 部 の 表 面 に 接 触 し な が ら 流 下 す る  
こ と で 濾 紙 な ど に よ り 発 泡 が 促 進 さ れ 、 泡 立 ち 良 く 注 出 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ＜ 実 施 例 １ ～ ２ １ ＞
・ 図 １ に 例 示 し た 形 状 の 発 泡 用 部 材 を コ ー ト 紙 で 作 製 し 、 発 泡 部 に 濾 紙 を 貼 り 付 け た 。
・ 缶 ビ ー ル を 開 栓 し 、 コ ッ プ の 容 量 の 約 ７ ０ ％ ま で な る べ く 泡 立 て な い 様 に 液 状 の ビ ー ル  
を 注 い だ 。
・ 缶 ビ ー ル の 缶 の 注 ぎ 口 側 の 端 部 に 発 泡 用 部 材 を 装 着 し 、 発 泡 部 の 注 ぎ 口 の 開 口 面 に 対 す  
る 角 度 （ θ ） を ５ ～ ２ ０ ０ ° と な る 様 に 約 １ ０ ° 刻 み で 傾 け 、 ビ ー ル を 発 泡 部 で 発 泡 さ せ  
な が ら 流 下 さ せ て 注 い だ 。 そ れ ぞ れ の 実 施 例 に つ き 、 下 記 評 価 を 行 っ た 。
・ コ ッ プ に 形 成 さ れ た 泡 の 層 の 厚 み （ 泡 立 ち ） を 計 測 （ ｍ ｍ ） し た 。
・ 泡 の き め 細 か さ を 目 視 に て 評 価 し た （ ◎ ： 非 常 に 良 い 、 〇 ： 良 い 、 △ ： 可 、 × ： 不 可 ）  
。 な お 、 き め 細 か な 泡 は 、 き め の 粗 い 泡 に 比 べ て 長 い 間 存 在 す る 。
・ 注 ぎ や す さ   缶 ビ ー ル を コ ッ プ に 注 ぎ や す い か 否 か を 評 価 し た （ ◎ ： 非 常 に 良 い 、 〇 ：  
良 い 、 △ ： 可 、 × ： 不 可 ） 。
・ 総 合 評 価   上 記 ３ 項 目 を 総 合 し た 評 価 を 行 っ た （ ◎ ： 非 常 に 良 い 、 〇 ： 良 い 、 △ ： 可 、  
× ： 不 可 ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 結 果 を 表 １ に 示 す 。 な お 、 表 中 の 距 離 と は 、 注 ぎ 口 か ら 発 泡 部 の ビ ー ル が 当 た る 部 分 ま  
で の 距 離 を い う 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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【 表 １ 】

【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ＜ 実 施 例 ２ ２ ～ ２ ６ ＞
・ 図 ４ ～ ８ に 例 示 し た 形 状 の 発 泡 用 部 材 を コ ー ト 紙 で 作 製 し 、 発 泡 部 に 濾 紙 を 貼 り 付 け た 。
・ そ れ 以 外 は 実 施 例 １ ～ ２ １ と 同 様 に し て 注 出 、 計 測 、 評 価 を 行 っ た 。
・ 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 表 ２ 】

【 ０ ０ ４ １ 】
　 ＜ 実 施 例 ２ ７ ＞
・ 図 ９ ～ １ ０ に 例 示 し た 形 状 の 発 泡 用 部 材 ７ ０ を 濾 紙 で 作 成 し た 。
・ そ れ 以 外 は 実 施 例 １ ～ ２ ６ と 同 様 に し て 注 出 、 計 測 、 評 価 を 行 っ た 。
・ 結 果 を 表 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ２ 】



10

20

30

40

50

JP 7608854 B2 2025.1.7(8)

【 表 ３ 】

【 ０ ０ ４ ３ 】
　 よ っ て 、 発 泡 部 の 幅 方 向 の 中 心 線 が 前 記 注 ぎ 口 の 開 口 面 に 対 し て な す 角 度 が 、 ８ ０ ° 以  
上 １ ７ ０ ° 以 下 で あ れ ば 泡 立 ち や き め 細 や か さ が 良 好 で 、 さ ら に 、 １ ０ ０ ° 以 上 １ ３ ０ °  
以 下 で あ れ ば 注 ぎ や す い こ と が 判 明 し た 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
１ ０ 、 ２ ０ 、 ３ ０ 、 ４ ０ 、 ５ ０ 、 ６ ０ 、 ７ ０ ・ ・ ・ 発 泡 用 部 材
１ １ 、 ２ １ 、 ３ １ 、 ４ １ 、 ５ １ 、 ６ １ ・ ・ ・ 発 泡 部
１ ２ 、 ２ ２ 、 ３ ２ 、 ４ ２ 、 ５ ２ 、 ６ ２ ・ ・ ・ 固 定 部
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１ ３ ・ ・ ・ 連 結 部
１ ４ ・ ・ ・ 濾 紙
１ ５ ・ ・ ・ 折 り 目
１ ６ ・ ・ ・ 中 心 線
１ ７ ・ ・ ・ 粘 着 シ ー ル
１ ８ ・ ・ ・ ポ ケ ッ ト 部
７ ６ ・ ・ ・ 中 心 線
７ ７ ・ ・ ・ 糊 代
１ ０ ０ ・ ・ ・ ビ ー ル 缶
１ ０ １ ・ ・ ・ 注 ぎ 口 が 設 け ら れ て い る 面
１ ０ ２ ・ ・ ・ 注 ぎ 口
１ ０ ３ ・ ・ ・ ビ ー ル
１ ０ ４ ・ ・ ・ 液 状 の ビ ー ル 層
１ ０ ５ ・ ・ ・ 泡 の 層
２ ０ ０ ・ ・ ・ 飲 用 容 器
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】



10

JP 7608854 B2 2025.1.7(12)

フロントページの続き

東京都台東区台東１丁目５番１号  凸版印刷株式会社内
(72)発明者　 加納  博明

東京都台東区台東１丁目５番１号  凸版印刷株式会社内
(72)発明者　 村上  正昭

東京都台東区浅草４丁目２１番８号  トアール株式会社内
審査官　 杉田  剛謙

(56)参考文献 特開２００４－１２３２３３（ＪＰ，Ａ）
実開昭５６－０９４７２９（ＪＰ，Ｕ）
特開平０２－０９８５５０（ＪＰ，Ａ）
特開平０６－３４５０９７（ＪＰ，Ａ）
特開２０２０－１８９６６１（ＪＰ，Ａ）
特開２０１９－１３７４１５（ＪＰ，Ａ）
米国特許第０５８２３３８４（ＵＳ，Ａ）
実開昭４８－０４１６５８（ＪＰ，Ｕ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｂ６５Ｄ    ８５／７３
Ｂ６５Ｄ    ２５／４８


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

